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研究要旨 

 インスリン抵抗性状態による高インスリン血症が、ATGL の発現低下・PKC 活性化

を介して糖尿病心筋症の発症・進展に関与している可能性を検討するため、糖尿病患者

の心臓拡張機能に与える因子の検討をおこなった。教育入院患者にドプラ心エコーを施

行し、拡張早期の僧房弁口血流速波高（E）、僧帽弁輪運動速波高（e’）の比（E/e’）を

計測し各因子との関連を分析した。E/e’は年齢・空腹時インスリン（IRI）と有意な正

の相関を示した。目的変数を E/e’、説明変数を年齢・BMI・空腹時 IRI・HbA1c とし

た重回帰分析でも、年齢・空腹時 IRI と有意な関連を示した。以上の結果から、糖尿病

患者において、高インスリン血症が心臓拡張機能障害の増悪因子である可能性が示唆さ

れた。 

 

A. 研究目的 

 インスリン抵抗性状態における高イン

スリン血症が ATGL 発現低下・PKC 活性

化を介して特発性中性脂肪蓄積心筋血管

症の病因となっている可能性を検討する

ために、糖尿病患者において心臓拡張機

能に影響を与える因子を検討した。 

 

B. 研究方法 

 糖尿病教育入院患者にドプラ心エコー

を施行し、拡張早期の僧房弁口血流速波

高（E）、僧帽弁輪運動速波高（e’）の比

（E/e’）を計測し、性別・BMI・HbA1c・

空腹時血糖・空腹時 IRI・総コレステロー

ル・LDL・HDL・中性脂肪・クレアチニ

ンクリアランス・尿中アルブミンとの関

連を分散分析およびステップワイズ法を

用いた重回帰分析をおこない検討した。 

（倫理面の配慮） 

 本研究は、個人情報を完全に除いた検

査データを二次利用するものであるので、

倫理面の問題はないと判断した。 

  

C. 研究結果 

 E/e’は年齢および空腹時 IRI と有意な

正の相関を示した。目的変数を E/e’、説

明変数を年齢・BMI・空腹時 IRI・HbA1c

とした重回帰分析でも、年齢および空腹

時 IRI と有意な関連を示した。 

 

D. 考察 

 ATGL に異常を認めない特発性中性脂

肪蓄積心筋血管症は糖尿病の長期罹患症

例において認められることが知られてい

る。我々はインスリン抵抗性モデル動物

の高インスリン血症状態において ATGL



活性が低下しており心筋内の中性脂肪含

量が増加していることを報告した。この

ことがさらに心機能低下と関連している

かについて今回検討をおこなった。心臓

の拡張機能がインスリン濃度と正相関を

示したことから、糖尿病心筋症が特発性

中性脂肪蓄積心筋血管症と関連している

可能性が示唆された。今後さらに詳細な

検討をおこなっていく。 

 

E. 結論 

 相関係数分析・重回帰分析において、

糖尿病患者の E/e’は、年齢・空腹時 IRI

との有意な正の相関が示された。糖尿病

患者における高インスリン血症が心臓拡

張機能障害の増悪因子である可能性が示

唆された。 
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